
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1492100068

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 三菱電機ﾗｲﾌｻｰﾋﾞｽ株式会社

訪問調査日 2018年11月27日

事業所名 鎌倉ケアハートガーデン湘南笛田

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2019年2月22日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成30年11月27日

事　業　所　名

（ 248-0029

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

鎌倉ケアハートガーデン湘南笛田

登録定員

通い定員

平成31年3月18日

神奈川県鎌倉市笛田一丁目８番５４号

宿泊定員

定員　計

平成31年2月22日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

平成　30　年度

株式会社　R－CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成21年3月1日指 定 年 月 日

三菱電機ライフサービス株式会社

1492100068
平成21年3月1日

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成30年10月30日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は三菱電機ライフサービス株式会社の経営です。この法人は、社員の
福利厚生の為に介護サービス事業として工場のある拠点にそれぞれ立ち上げまし
た。全国に11の支店が有りましたが、相模支店を閉鎖して現在は10支店です。事業
内容は、訪問介護、ケアプラン作成、デイサービス、グループホーム、介護付き有
料老人ホーム、小規模多機能ホーム、サービス付き高齢者向け賃貸住宅、福祉用具
レンタル販売と多岐にわたる福祉事業を展開しています。グループホームは全国で
22ヶ所あり、平成30年1月に、愛知県春日井ケアハートガーデン・グループホーム
小喜多を開所しました。ここ「鎌倉ケアハートガーデン湘南笛田」は、JR「藤沢
駅」より江の電バスで15分程の「手広」で下車した、徒歩約1～2分の鎌倉手広郵便
局裏手にあり、周囲には住宅や畑、近くには柏尾川も流れる閑静な住宅街の中にあ
ります。
●ケアについては、センター方式を活用した介護計画書を基に、入居者へのケア展
開を行っており、外部講師を招いての職員教育に力を入れ、月1回研修を行ってい
ます。新人研修には、「チュウター制度」を取り入れ、1対1での細かな指導から少
しでも不安を取り除いて現場に入れるよう体制作りを行っています。今年度は、実
践者研修に3名、初任者研修に2名が受講する等、質の高い介護を目指しています。
●地域連携では、市は訪問診療に力を入れており、市主催の検討会には、医師、ケ
アマネ、施設責任者などの参加で其々の立場で意見交換が行われ理解を深めていま
す。それを踏まえて協力医が、家族を集めて年1回看取り、転倒・誤嚥性肺炎のリ
スク等の説明をして、家族の質問、不安を取り除しています。

センター方式を活用した入居者へのケア展開を行っている。
研修については外部講師を招いてＯＪＴを通じながら、ケアの充実を図っている。人
材育成については研修PJを立ち上げ、継続的に部内での研修企画を定着発展させる活
動を行っている。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

鎌倉ケアハートガーデン湘南笛田

１Ｆ

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

会社の理念「お客様の元気な笑顔が私達の喜び
です」を休憩室と事務所に貼り出し、朝夕の申
し送り時に読み上げ、共有を図っている。

会社の理念「お客様の元気な笑顔が私達の喜び
です」を毎日朝夕の申し送り時に唱和し、休憩
室と事務室に掲示しています。月1回のリー
ダー会議で取上げ、振り返りを行いケアの方向
性について確認し、共有化に努めています。年
度初めには年間スケジュールを家族に説明し、
理解を得ています。

今後の継続

町内会に参加しており、土地建物オーナーが近
所の事もあり日常的に交流がある。(農家なの
で野菜を頂いたりする)、また、ボランティア
として地域の方やご家族が来たり、演奏会を開
いたりしてくれている。

町内会に加入しています。土地建物のオーナー
が近所の為、野菜や花を頂く等の交流もありま
す。また、ボランティアの来訪や実習生の受け
入れも行っています。今後は、地域包括主催で
行われる認知症サポーター研修の会場として、
事業所を提供する予定としています。

今後の継続

地域密着型サービスの事業者が集まって行うメ
イクアップショーに参加し、地域の方と認知症
の方が触れ合う機会を作っている。

年４回の実施を予定している。防災訓練に一緒
に参加して頂いたり、施設内での取り組みにつ
いても意見を頂いている。

運営推進会議は、3ヶ月毎に年4回開催していま
す。事業所の行事内容や取り組みを報告して意
見交換を行い、介護の向上を目指しています。
民生委員から、特養とグループホームとの違い
の説明や、事業所の防災避難訓練に自冶会長さ
んに来訪していただき、協力体制も構築出来て
います。

今後の継続

緊急時は勿論、苦情相談や連絡会による意見交
換等に参加し、積極的に運営上の相談を行って
いる。

高齢者いきいき課介護保険課の担当者は運営推
進会議に出席していただいています。担当者と
は、苦情相談や半年に1回の地域密着型グルー
プホーム連絡会に参加し、積極的に運営上の意
見を伺うなどの交流があります。空き室情報を
3ヶ月毎に市に報告しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

介護マニュアルに沿って年2回は研修を実施し
ている。又、身体拘束廃止委員会を設置し、
2ヶ月に１度の定例で開催し、身体拘束に該当
する生活支援・介護が行われていないことを確
認している。

日々面会時やご連絡、ご家族参加のカンファレ
ンス等で、意見、要望の確認を行っている。
又、家族懇談会を開催し、意見の聴取を行い運
営に活用している。

家族の面会は比較的に多く、毎日昼食や夕食に
食事介助に来ている方もいます。面会時に事業
所の状況の説明や、本人の状況を報告していま
す。「ももちゃん便り」を2ヶ月に１回発行し
ていますが、全国版のため、事業所独自のお便
りを発行する予定でいます。

今後の継続

外部からの不審者侵入防止の目的で玄関はオー
トロックとなっている旨、家族には理解を頂い
ている。又、契約書等に拘束しない事を明記、
説明している。

身体拘束委員会は、2ヶ月毎にリーダー会議の
中で管理者が中心で行い、身体拘束の無いケア
に取り組んでいます。スピーチロックについて
は、本社からの指導もあり、気が付いた時点で
職員同士で注意し合える環境を心がけていま
す。また、入社時にはOJTで教育を行っていま
す。

今後の継続

過去に成年後見制度を利用されていた方がお
り、後見人の方と話し合う機会もあったが、そ
の方は現在は退所されている。
ご家族向けには情報としてセミナーの案内など
も提供している。

契約の際は、契約書を見てもらいながら口頭で
も説明し、質問が無いか聞きながら進めてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

年度計画に基づく社内研修の実施・参加、及び
未習熟者への個別研修の機会を確保している。
また、社外研修の参加や外部講師によるシリー
ズでの研修等を実施している。

1回/月のリーダー会議及び1回/月のユニット会
議時、また、2回/年の職員会議では職員同士の
意見交流をおこない、1回/年の職場懇談会に於
いて職員の発言を求めている。又、それを活用
している。

月1回のリーダー会議に、課長も参加し、直接
職員からの意見や要望を聞いています。実際に
フロアの掃除用にルンバの購入や、脱衣所の
ヒーターの設置する等、職員の要望を積極的に
反映させています。また、自己評価をもとに、
年2回常勤、非常勤共に意見や目標を聞いて介
護に生かしています。

今後の継続

職員との個別面談等を定期的に行い、意見など
を施設長及びリーダーで取り纏め、要望として
代表者へ挙げている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

導入時のアセスメントにおいて、センター方式
シートを家族・本人と共有し、受入れの準備を
行っている。又、本人を交えた面談や見学等も
行っている。

社外では、市内の地域密着型サービス事業所と
の連絡会等や研修へ参加している。社内では、
介護サービス事業展開全場所対象の研修を通
じ、質の向上に努めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

15に同じ。疑問・相談に対して丁寧に対応して
いる。

アセスメントに基づいた包括的な視点を持ち、
家族・本人が最も安心できる方法を共に選択で
きるようにしている。

家事を手伝ってもらった時にはお礼を言い、生
活を楽しんでもらえるようにしている。ご本人
に出来る事はやっていただき、できないことは
共にする関係づくりに努めている。

「ケアは協働で行うもの」と位置付け、事前説
明時及び契約時に了解を頂くようにしている。
支援の経過や方法も相談しながら対応してい
る。ご家族には協力していただくことができて
いる。

ご本人が寂しくないよう、ご家族の面会には制
限を設けず、ご友人が来られた場合も歓迎の声
掛けをすることで、気軽に来所できるような環
境作りに努めている。

利用者の馴染みの方にはいつでも来訪していた
だけるよう、家族に声掛けをしており近所の
方、友人の訪問、馴染の美容院に行っている方
もいます。友人には事前に電話をいただき、家
族の了解を取っています。電話の取り次ぎ、手
紙のやり取りをしている方もいます。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

以前入居されていたご家族にボランティアとし
て演奏会に来ていただいたり、入居者の紹介を
していただいている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

それぞれの関係に配慮して配席を決めたり、コ
ミュニケーションの仲介やレクレーション・生
活の場面を通じて交流を支援している。

暮らしの情報シートを事前に記入してもらい、
思い・希望の把握を行っている。
ご本人がふとこぼした発言を記録に落とし、ケ
アの改善に繋げることがある。カンファレンス
等でも行動の裏にどういうご本人の思いが隠れ
ているかをスタッフ皆で考えるようにしてい
る。

入居時に、暮らしの情報シートを事前に家族か
ら記入していただき、本人の思い、希望の把握
に努め、記録してます。誕生日の「おやつ」に
は、スーパーのチラシを見ながら食べたい物を
選んでいただき，本人の希望を叶えられるよう
にしています。介護相談員の受入れも行ってお
り、外部からの指摘や意見を真摯に受け止めケ
アに生かしています。

今後の継続

私の家族シート、私の生活史シートを事前に記
入してもらい、これまでの人生の経過について
把握に努めている。

私の暮らし方シート、私のできること/できな
いことシートを事前に記入してもらい把握に努
めている。
日々の記録をアセスメントの視点を持って記入
している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

お一人に対し、2回/年（認定更新時はご家族に
も参加していただいて）のケースカンファレン
スを行っている。また、必要に応じて、適宜ミ
ニカンファレンスを開催し、ケアの変更を行い
介護計画を作成している。

入居時は、面談で得られた情報を基に、2ヶ月
の暫定介護計画を作り経過を観察しています。
その結果得られたモニタリング評価、職員の意
見、医療情報を基に見直して介護計画を作成し
ます。毎月のカンファレンスでは、事前に職員
からの聞き取りを基に、6ヶ月毎にアセスメン
トを行っています。

今後の継続

毎日の利用者の様子、ケアの実践結果、気付き
の記録(D-4シート)を記入し、日々の情報共有
を行うと同時にケースカンファレンスに活用
し、計画やケアの見直しを行っている。

各入居者の担当職員やユニットリーダーを窓口
として、ユニット内や施設長と相談しながら
様々なニーズに応えられる様に対応している。

長くお付合いのあったご友人等も気軽に会いに
来られる様に対応している。また、本人の在宅
時の支援者の情報収集を行う様にしている。

2週間に1回主治医の診察があり、1回/月、主治
医、訪問看護師、薬剤師、及び事業所とで医療
カンファレンスを行っている。又、日々の変化
についても家族・主治医との仲立ちをしながら
入居者が適切な医療を受けられる様に支援して
いる。

入居時に、かかりつけ医から事業所の訪問医に
変更していただいており、全員が協力医を主治
医としています。2週間に1回の診察には、薬剤
師の同席で行われているため、スムーズな連携
が出来ています。また、薬局とは24時間対応の
契約を結んでおり、夜間の急変時等に対応して
いただける体制を整えています。

今後の継続
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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己
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価
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外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

毎週水曜日に訪問看護師に来てもらい、ご入居
者の健康チェックや処置等の相談を行ってい
る。変化があった際は緊急性が高ければ電話
で、低ければFAXで報告を行い、訪問診療･看護
時には医療メモを作成し、情報提供、相談を
行っている。

入院された場合は、面会に行き、状態の確認と
病院関係者との情報交換を行い、退院時期の相
談も行っている。

年４回防災訓練を実施しており、様々な状況に
対応出来るように努めている。防災用品の棚卸
しも年２回実施している。
地域との協力体制は今後の課題である。

年4回防災訓練を実施しており、自冶会長さん
の参加もあります。地震訓練の後水害訓練も実
施しています。事業所にはAEDも設置されてお
り、救急救命の研修も実施しています。地域の
防災訓練に参加していますが、地域との協力体
制は十分ではないのでこれからの課題としてい
ます。備蓄は、全国の法人内の横の繋がりがあ
る為、食料、水、コンロ等を3日分準備してい
ます。

今後の継続

入居時に「重度化の指針」について説明してい
る。又、主治医からも訪問診療開始に当り、終
末期等の治療・医療体制の希望について意向確
認を行い事業所と共有している。容態が変わっ
た時は必要に応じ、主治医、ご家族と話し合
い、ケアプランにはその支援内容をのせてい
る。

入居時に、重度化についての指針を説明してい
ます。入居後は、看取りにおいて診療所から、
家族や本人からアンケートを取り、其々の意向
の確認をしています。終末期の診断があれば、
家族、医師、看護師を交え話合いの場を設け、
再度意向を確認しています。

今後の継続

緊急対応マニュアル、緊急連絡網を作成し、ス
タッフが普通救命講習を受講するようにしてい
る。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

言葉遣いに気をつけ、ご本人が分からないこと
や、失敗してしまったことに対しても、尊厳を
傷付けないような対応をしている。ご入居者の
前で他のご入居者の話をする時は名前を分から
ないようにして話している。

言葉使いに留意し、思いやりと尊厳の気持を
持った言葉掛けを意識し、何より笑顔で「おは
よう」「お疲れ様」の挨拶を忘れない事を第一
としています。トイレの構造上、十分な広さが
確保されていないので、車椅子の方を介助する
際は、車椅子をトイレの外に出し、ドアを閉め
て介助しています。

今後の継続

職員から押付けるような声かけではなく、選択
肢を示して尋ねたり、提案するような声かけを
工夫している。

各ご入居者のペースを尊重しているが、認知症
の進行に伴い、ご自分で判断出来ない方には、
安心、安楽に過ごせるように対応している。

衣類は自宅の物をお持ち頂き、洗顔や髪を整え
る作業を本人がしやすいように支援している。
女性は化粧、口紅、マニュキア等を行ってい
る。ヘアカットは毎月１回着ていただいて希望
によりカット、カラーを行っている。

各ご入居者の好きな食べ物や飲み物を出し、食
事を楽しんでもらえるようにしている。片付け
の時に食器を洗ったり、お盆や食器を拭くのを
手伝って貰っている。

業者の冷凍食材を利用していますが、普通、柔
かめのご飯、具沢山のおみそ汁は事業所で作っ
ています。下膳や食器拭き等出来る人には手
伝っていただいています。行事食には、お正月
のお節、節句のちらし寿司などを提供してお
り、好みに応じて、焼きそばなどを手作りして
います。

今後の継続
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

一律に決めたものだけでなく、各ご入居者の嗜
好に合った飲料の提供、補食の提供、形態の調
整を行っている。又、健康維持への配慮は勿
論、量やバランスは個別に対応している。

口腔ケアは起床時と毎食後に行っており、各ご
入居者の状態に応じた介助もしている。また、
必要に応じて訪問歯科に往診して貰っている。

各人の排泄パターンを読みながら必要なケアを
行っている。カンファレンス等により見直しを
行ったり、方法の工夫なども行っている。壁や
廊下にトイレの案内を貼り、場所が分かりやす
いようにしている。排泄用品メーカーの定期的
な研修を受けて、その人に合った支援を行って
いる。

排泄状況を記録し、個々の排泄パターンの把握
に努め、出来るだけトイレでの排泄を心掛けた
自立支援を促しています。自立の方の確認は難
しいですが、トイレから出て来たら、さりげな
い声かけで排泄表に記録しています。

今後の継続

水分量、活動量の確保や薬の種類、量の調整を
主治医と相談しながら行っている。各人がス
ムーズな排便となるよう工夫を行っている。

入浴を実施する前に、その方の意向を確認し、
無理には入らず、体調や気分には配慮してい
る。又、寛いで楽しむことが出来るようコミュ
ニケーションする等工夫している。いろいろな
入浴剤を用意しその日の気分によって選んでい
ただいたり、ゆず湯や菖蒲湯など季節ごとの入
浴を楽しんでいただいている。

週2～3回の入浴を目標に、本人の体調、意向を確認
し、臨機応変に対応しています。拒否のある方は、
職員を変えたり言葉掛けの工夫をしながら入浴を促
してています。今は休止している隣接のデイサービ
スの機械浴を利用して、車イスの方にも湯舟に浸か
れるよう支援しています。入浴剤や季節のゆず湯、
菖蒲湯も取り入れながら、楽しめるようにしていま
す。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

その方の睡眠リズムを大事にしながら、起床や
就寝の声掛けをしている。日中も疲労度に応じ
て、静養の取り入れを行っているが、夜間の睡
眠の妨げにならないように気を付けている。

訪問診療や医療カンファレンスで、服薬に伴う
状態の変化を主治医に伝え、医師からの指示、
回答について、他の職員へ周知するようにして
いる。又、薬の説明書を個別管理し、適宜確認
できるようにしている。

各ご入居者の状態に応じて、役割を果たしても
らったり、楽しんで過ごせる時間や声掛けを行
うよう努めている。

天気の良い日には、散歩に行っている。又、ご
家族や知人の方との外出・外泊等もできるよう
に支援している。

天気の良い日には、極力散歩にお連れするよう
にしていますが、散歩を日課として楽しみにし
ている方もいる反面、出たがらない方もおり、
その方は1階のテラスでお茶を飲みながら外気
浴していただくようにしています。家族対応
で、お墓参り、法事、ドライブ等に出掛けてい
る方もいます。

今後の継続

現金は預からず、立替払いとしているが、現金
所持を希望される方は、自己責任で所持してい
ただくようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

施設の電話を掛けたい時に取次いだり、貸した
りして行っている。

毎日温度・湿度チェックを行い、午前中と夜間
帯に掃除を行い、快適に過ごせるようにしてい
る。又、写真を飾ったり、季節ごとに壁飾りを
変えて楽しんでもらえるようにしている。

シンプルな空間作りと居心地の良く過ごせる共
用空間を心掛け、毎日温度、湿度チェックを行
い、空気の入れ替え等、換気には十分留意して
います。壁面には利用者と作成した季節の作品
や写真を飾っており、家族の来訪時の話題の一
つになっています。庭は、法人内の管理部から
定期的に手入れに来ていただいています。ま
た、季節の花を活けることで、季節を感じてい
ただけるようにしています。

今後の継続

食堂兼居間でもあるが、配席には配慮してい
る。又、各居室に遊びに行ったり、ソファーや
コーナーリビングを設けて思い思いに過ごせる
工夫を行っている。

家族には、できるだけ本人に馴染んだ家具や持
物を持ってきて頂くように依頼し、向きなど自
宅での配置に近づけられるように工夫してい
る。又、ADLにも配慮しながら見直しを行って
いる。

居室は、使い慣れた馴染の家具や、寝具を持ち
込んでいただくようにし、自宅で生活していた
時の環境に近づけられるよう配置していただい
ています。居室担当が季節毎の衣類の交換、部
屋の環境整理、足りない物の補充等を行ってお
り、掃除は、専門スタッフにより行われていま
す。

今後の継続

共用部はバリアフリーにしてあり、廊下等には
手すりを設置し、安全に移動できるようにして
いる。トイレ等には分かるように見出しをつ
け、居室入り口には写真を飾り、表札の代わり
とした。移乗や立ち上がりの際にも、ご本人の
力を活かせるような声掛けや姿勢作りを心掛け
ている。
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事業所
鎌倉ケアハートガｰデン

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1
26
27

スタッフの入れ替わり
があり、ケアマネジメ
ントの理解と実践が不
十分となっている。

チームで作ったケアプ
ランに基づいたケアの
実践と確実な記録を行
い、チームで共有でき
るようにする。

1年

2 13

スタッフの定着のため
に、OJTを通じた研修
の中で、いかに人材定
着につなげた研修を
行っていけるかが課題
である。

年間を通じた研修PJ活
動やOJT研修を通じて
継続的な研修体制を定
着させていく。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

平成31年1月31日

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

担当スタッフがカン
ファレンスの事前準備
からプランの原案作成
までを責任持って行う
ことで、ケアマネジメ
ントの理解とケアの共
有につなげていく。
年間研修スケジュール
に沿って、スタッフの
スキルに合わせた研修
に参加できるよう、計
画的に企画・実施とシ
フトの調整を行ってい
く。

目　　標

湘南笛田

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 鎌倉ケアハートガーデン湘南笛田

 ユニット名 ２Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

年４回の実施を予定している。防災訓練に一緒
に参加して頂いたり、施設内での取り組みにつ
いても意見を頂いている。

緊急時は勿論、苦情相談や連絡会による意見交
換等に参加し、積極的に運営上の相談を行って
いる。

町内会に参加しており、土地建物オーナーが近
所の事もあり日常的に交流がある。(農家なの
で野菜を頂いたりする)、また、ボランティア
として地域の方やご家族が来たり、演奏会を開
いたりしてくれている。

地域密着型サービスの事業者が集まって行うメ
イクアップショーに参加し、地域の方と認知症
の方が触れ合う機会を作っている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

会社の理念「お客様の元気な笑顔が私達の喜び
です」を休憩室と事務所に貼り出し、朝夕の申
し送り時に読み上げ、共有を図っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

日々面会時やご連絡、ご家族参加のカンファレ
ンス等で、意見、要望の確認を行っている。
又、家族懇談会を開催し、意見の聴取を行い運
営に活用している。

過去に成年後見制度を利用されていた方がお
り、後見人の方と話し合う機会もあったが、そ
の方は現在は退所されている。
ご家族向けには情報としてセミナーの案内など
も提供している。

契約の際は、契約書を見てもらいながら口頭で
も説明し、質問が無いか聞きながら進めてい
る。

外部からの不審者侵入防止の目的で玄関はオー
トロックとなっている旨、家族には理解を頂い
ている。又、契約書等に拘束しない事を明記、
説明している。

介護マニュアルに沿って年2回は研修を実施し
ている。又、身体拘束廃止委員会を設置し、
2ヶ月に１度の定例で開催し、身体拘束に該当
する生活支援・介護が行われていないことを確
認している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

社外では、市内の地域密着型サービス事業所と
の連絡会等や研修へ参加している。社内では、
介護サービス事業展開全場所対象の研修を通
じ、質の向上に努めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

導入時のアセスメントにおいて、センター方式
シートを家族・本人と共有し、受入れの準備を
行っている。又、本人を交えた面談や見学等も
行っている。

職員との個別面談等を定期的に行い、意見など
を施設長及びリーダーで取り纏め、要望として
代表者へ挙げている。

年度計画に基づく社内研修の実施・参加、及び
未習熟者への個別研修の機会を確保している。
また、社外研修の参加や外部講師によるシリー
ズでの研修等を実施している。

1回/月のリーダー会議及び1回/月のユニット会
議時、また、2回/年の職員会議では職員同士の
意見交流をおこない、1回/年の職場懇談会に於
いて職員の発言を求めている。又、それを活用
している。
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己
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外
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご本人が寂しくないよう、ご家族の面会には制
限を設けず、ご友人が来られた場合も歓迎の声
掛けをすることで、気軽に来所できるような環
境作りに努めている。

家事を手伝ってもらった時にはお礼を言い、生
活を楽しんでもらえるようにしている。ご本人
に出来る事はやっていただき、できないことは
共にする関係づくりに努めている。

「ケアは協働で行うもの」と位置付け、事前説
明時及び契約時に了解を頂くようにしている。
支援の経過や方法も相談しながら対応してい
る。ご家族には協力していただくことができて
いる。

15に同じ。疑問・相談に対して丁寧に対応して
いる。

アセスメントに基づいた包括的な視点を持ち、
家族・本人が最も安心できる方法を共に選択で
きるようにしている。
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

私の家族シート、私の生活史シートを事前に記
入してもらい、これまでの人生の経過について
把握に努めている。

私の暮らし方シート、私のできること/できな
いことシートを事前に記入してもらい把握に努
めている。
日々の記録をアセスメントの視点を持って記入
している。

以前入居されていたご家族にボランティアとし
て演奏会に来ていただいたり、入居者の紹介を
していただいている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

暮らしの情報シートを事前に記入してもらい、
思い・希望の把握を行っている。
ご本人がふとこぼした発言を記録に落とし、ケ
アの改善に繋げることがある。カンファレンス
等でも行動の裏にどういうご本人の思いが隠れ
ているかをスタッフ皆で考えるようにしてい
る。

それぞれの関係に配慮して配席を決めたり、コ
ミュニケーションの仲介やレクレーション・生
活の場面を通じて交流を支援している。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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価
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

2週間に1回主治医の診察があり、1回/月、主治
医、訪問看護師、薬剤師、及び事業所とで医療
カンファレンスを行っている。又、日々の変化
についても家族・主治医との仲立ちをしながら
入居者が適切な医療を受けられる様に支援して
いる。

各入居者の担当職員やユニットリーダーを窓口
として、ユニット内や施設長と相談しながら
様々なニーズに応えられる様に対応している。

長くお付合いのあったご友人等も気軽に会いに
来られる様に対応している。また、本人の在宅
時の支援者の情報収集を行う様にしている。

お一人に対し、2回/年（認定更新時はご家族に
も参加していただいて）のケースカンファレン
スを行っている。また、必要に応じて、適宜ミ
ニカンファレンスを開催し、ケアの変更を行い
介護計画を作成している。

毎日の利用者の様子、ケアの実践結果、気付き
の記録(D-4シート)を記入し、日々の情報共有
を行うと同時にケースカンファレンスに活用
し、計画やケアの見直しを行っている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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価
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外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

緊急対応マニュアル、緊急連絡網を作成し、ス
タッフが普通救命講習を受講するようにしてい
る。

年４回防災訓練を実施しており、様々な状況に
対応出来るように努めている。防災用品の棚卸
しも年２回実施している。
地域との協力体制は今後の課題である。

入院された場合は、面会に行き、状態の確認と
病院関係者との情報交換を行い、退院時期の相
談も行っている。

入居時に「重度化の指針」について説明してい
る。又、主治医からも訪問診療開始に当り、終
末期等の治療・医療体制の希望について意向確
認を行い事業所と共有している。容態が変わっ
た時は必要に応じ、主治医、ご家族と話し合
い、ケアプランにはその支援内容をのせてい
る。

毎週水曜日に訪問看護師に来てもらい、ご入居
者の健康チェックや処置等の相談を行ってい
る。変化があった際は緊急性が高ければ電話
で、低ければFAXで報告を行い、訪問診療･看護
時には医療メモを作成し、情報提供、相談を
行っている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

各ご入居者の好きな食べ物や飲み物を出し、食
事を楽しんでもらえるようにしている。片付け
の時に食器を洗ったり、お盆や食器を拭くのを
手伝って貰っている。

各ご入居者のペースを尊重しているが、認知症
の進行に伴い、ご自分で判断出来ない方には、
安心、安楽に過ごせるように対応している。

衣類は自宅の物をお持ち頂き、洗顔や髪を整え
る作業を本人がしやすいように支援している。
女性は化粧、口紅、マニュキア等を行ってい
る。ヘアカットは毎月１回着ていただいて希望
によりカット、カラーを行っている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

言葉遣いに気をつけ、ご本人が分からないこと
や、失敗してしまったことに対しても、尊厳を
傷付けないような対応をしている。ご入居者の
前で他のご入居者の話をする時は名前を分から
ないようにして話している。

職員から押付けるような声かけではなく、選択
肢を示して尋ねたり、提案するような声かけを
工夫している。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

水分量、活動量の確保や薬の種類、量の調整を
主治医と相談しながら行っている。各人がス
ムーズな排便となるよう工夫を行っている。

入浴を実施する前に、その方の意向を確認し、
無理には入らず、体調や気分には配慮してい
る。又、寛いで楽しむことが出来るようコミュ
ニケーションする等工夫している。いろいろな
入浴剤を用意しその日の気分によって選んでい
ただいたり、ゆず湯や菖蒲湯など季節ごとの入
浴を楽しんでいただいている。

口腔ケアは起床時と毎食後に行っており、各ご
入居者の状態に応じた介助もしている。また、
必要に応じて訪問歯科に往診して貰っている。

各人の排泄パターンを読みながら必要なケアを
行っている。カンファレンス等により見直しを
行ったり、方法の工夫なども行っている。壁や
廊下にトイレの案内を貼り、場所が分かりやす
いようにしている。排泄用品メーカーの定期的
な研修を受けて、その人に合った支援を行って
いる。

一律に決めたものだけでなく、各ご入居者の嗜
好に合った飲料の提供、補食の提供、形態の調
整を行っている。又、健康維持への配慮は勿
論、量やバランスは個別に対応している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

現金は預からず、立替払いとしているが、現金
所持を希望される方は、自己責任で所持してい
ただくようにしている。

各ご入居者の状態に応じて、役割を果たしても
らったり、楽しんで過ごせる時間や声掛けを行
うよう努めている。

天気の良い日には、散歩に行っている。又、ご
家族や知人の方との外出・外泊等もできるよう
に支援している。

その方の睡眠リズムを大事にしながら、起床や
就寝の声掛けをしている。日中も疲労度に応じ
て、静養の取り入れを行っているが、夜間の睡
眠の妨げにならないように気を付けている。

訪問診療や医療カンファレンスで、服薬に伴う
状態の変化を主治医に伝え、医師からの指示、
回答について、他の職員へ周知するようにして
いる。又、薬の説明書を個別管理し、適宜確認
できるようにしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

家族には、できるだけ本人に馴染んだ家具や持
物を持ってきて頂くように依頼し、向きなど自
宅での配置に近づけられるように工夫してい
る。又、ADLにも配慮しながら見直しを行って
いる。

共用部はバリアフリーにしてあり、廊下等には
手すりを設置し、安全に移動できるようにして
いる。トイレ等には分かるように見出しをつ
け、居室入り口には写真を飾り、表札の代わり
とした。移乗や立ち上がりの際にも、ご本人の
力を活かせるような声掛けや姿勢作りを心掛け
ている。

毎日温度・湿度チェックを行い、午前中と夜間
帯に掃除を行い、快適に過ごせるようにしてい
る。又、写真を飾ったり、季節ごとに壁飾りを
変えて楽しんでもらえるようにしている。

食堂兼居間でもあるが、配席には配慮してい
る。又、各居室に遊びに行ったり、ソファーや
コーナーリビングを設けて思い思いに過ごせる
工夫を行っている。

施設の電話を掛けたい時に取次いだり、貸した
りして行っている。
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事業所
鎌倉ケアハートガｰデン

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1
26
27

スタッフの入れ替わり
があり、ケアマネジメ
ントの理解と実践が不
十分となっている。

チームで作ったケアプ
ランに基づいたケアの
実践と確実な記録を行
い、チームで共有でき
るようにする。

1年

2 13

スタッフの定着のため
に、OJTを通じた研修
の中で、いかに人材定
着につなげた研修を
行っていけるかが課題
である。

年間を通じた研修PJ活
動やOJT研修を通じて
継続的な研修体制を定
着させていく。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

担当スタッフがカン
ファレンスの事前準備
からプランの原案作成
までを責任持って行う
ことで、ケアマネジメ
ントの理解とケアの共
有につなげていく。
年間研修スケジュール
に沿って、スタッフの
スキルに合わせた研修
に参加できるよう、計
画的に企画・実施とシ
フトの調整を行ってい
く。

目　標　達　成　計　画

湘南笛田

平成31年1月31日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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